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内

外

奨

報

觸
鬚
及
鰭
棘
上
の

も
の

並
に

大
な
る

眼

下

部
發

光
器
に

つ

き
て

云

ふ

を
得
ブ

ラ

ウ

ヱ

ル

に

從
へ

ば

體
の

腹
部
に

並
列
せ

る

も
の

は

各

種
固

有
の

模
樣
を
あ

ら
は

す

も
の

に
・
し

て
ハ

ダ

カ

イ

沸

シ

の

類

寒
喚

9
愚
｝、・
§

　
臈
に

あ
り
て

は

全

體
の

發

光
器
の

數
は

大
抵
同

樣

な
る

も

そ
の

排
列
に

四

十

種
の

別
あ

b
又
恐

（

は

各
種
に

つ

き
て

固

有
の

色
を
發

し
之
に

よ

り

て

一

層
多
樣
の

模
樣

を
つ

く
b
て

以

て

同

種
の

個
醴

間
相

識
る

を
得
べ

6
叉

著
し
き

は

尾
鰭
の

直

前
に

一

種
の

發
光

板
あ

ち

て

（

U
 

饗
ま
覧

葺
 

）

あ
り

て

雄
に

あ
り

て

は

背
部
に

雌
に

は

腹
部
に

位
す
る

を

見
る

こ

れ
明

に

雌

雄
相

認
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
一

に

便
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
一

分
類
學
土

亦

此
の

器

官
は

願
る

重
要

な
る

も
の

な
り

即
ち

そ

の

排

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
…

列
の

位
置

外

觀
等
に

よ

る

も
の

に

し

て

排
渕
に

よ
り
て

は

前
記

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
一

如
く
ブ

ラ

ゥ
ヱ

ル

は

　

寒
璽

恕

愚
丶
←

§
冨

　
に

四

十
種

を
別

ち
外

形
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
一

よ

り
て

は

ミ
豐

＆

蟲丶〜曲

§
の

亞

屬
b
言
℃

ぎ
ゐ

に

あ
り

て

は

常
に

發

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　

光
器
は

横
に
一

條
の

色

素

隔
あ
り
て

二

圓
年
に

別
た

る

タ

を

見

叉

亜
屬

卜
§
、

亳

§
ミ
蠶
恥

の

數
種
に

あ
り

て

は

背
方
に

向
ひ
て

孤
歌

を
な
せ

る

發

光
器
を

特
徴

こ

す
る

が

如
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

大

島
廣
）

二

八

漸
臨
鬱

●
マ

ヲ

リ

ヤ

ご

魚
　
　

近
時
ロ

ン

ド
ン

の

動
物
園
に

到

着
せ

る

小

魚
數
多
あ

り

西
印

度
の
ガ

ル

バ

ド
ス

島
の

産
に

て

土
人
の
ミ

リ

ョ

ン

ス

（

図

げ｝
一一
一一
〇

Dm

）

ビ

號
す
る

も

の

に

て

學
名
を
Q
マ

碧
諏
口

昜

娼
o
Φ
o

自
〇

二

＄

ご

云

ふ

此
魚
は

蚊
の

幼
虫
を
食

し
マ

ラ

リ

ヤ

を
撲
滅

す・
る

功
あ
ら

ご

考
へ

ら
る

丗

貰
に

此

魚
の

佳
す
る

バ

ル

バ

ド

ス

島
は

他
の

西
印

度
の

島
よ
り

も
マ

ラ

リ

ャ

患
者

少
し
ε

な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
（

谷
津

直
秀
）

　へ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
し

灘

饑
鶲
…

●

蟻
に

現
は

る

ζ

奴
隷
制
度
の

起
源
　
是
よ
り

譯
出

せ

ん
こ

す
る

は

亞

米

利
加
博
物
館
な
る

ウ

ィ

リ

ア

ム

、

モ

ー

ト

ン

、

ホ

イ

ー

ラ

ー

氏
の

論
文
に

し

て
、

載
せ

て

「

ポ

プ
ユ

ラ

ー
、

尹

イ

エ

ン

ス

、

モ

ン

ス

リ

ー
」

千
九
百
七
年
十
二

月
號
に

あ

り
、

頗
る

面
白
き
が

故
に

爰
に

掲
ぐ
べ

し
。

蟻
の

瓧
會
に

於
て

奴
隷
を
作
る

本
能
の

意
義
及
び

其

系
統
的
起

源

に

就
て

は
、

最
近
數
年
間
に

於
て

大
に

變
化
せ

り
、

此
問
題
に

就

藁円　ゴ
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■

て

は

今
日

ざ

雖．
霍

も

未
だ

解

决
せ

ら
れ

ざ
る

點

多
け

れ
．

霍

も
、

其

不

可
思

議
な
る

生

活
史
ご

、

吾
人
の

日

常
生

活
に

驚

く
べ

き
類

似

あ
る

が

故
に

是
よ
り

少
し
く

記

述
を
試

む
ぺ

・
し
、

然
れ

ざ

も
從

來

は

研

究
の

根

本
把

る

系
統

的
の

研

究
を

忽
に

し
、

從
寒

久・
し

く

不

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
 

可
思

議
ご
・
し

て

徒
ら
に

研

究
せ

ら
れ
・
し

處
の

者
な

bo

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
…

奴
隷

制
度
は皿
蟻

肚

會
に

あ

り
て

は
艫

狽

る

稀
有
の

現
象 
に

し
て

、

其

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
…

翼
に

奴
隷

を
作
る

者
は

、

數
十

種
の

蟻
中
ロ

バ

僅
に
二

種
あ
る

の

み
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
 

即

ち
「

フ

オ

ル

ミ

カ
、

ず

ン

グ

イ

子

ア
」

及

び

「

ポ

リ
エ

川

グ
ス

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
一

川

ヘ

ッ

セ

ン

ス

」

是
な
b

、

是
等
の

二

種
は

數
多
の

亞
種

及
び

變

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
…

禰
を

含
み

、

歐

羅
巴

、

亞

細

亜
及
び

亞

米

利
加
の

何
れ

も

北
温

帶

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
…

に

特

産
た

り
、

抑
も

ノ
、

此
の

奴
隷
の

現
象
は

千

入
百

十

年
ジ

i
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
…

ピ

エ

川

、

ユ

ー
べ

氏
の

初

め

て

發
見
せ

る

所
に
・
し

て
、

是
を
充

芬

に

記

述
し
た

る

は

同
氏
及
び

千
入

百

七
十
四

年
に
7

オ

レ

〃

氏
な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
…

り
、

是
等
二

學
者
は

其
職

蟻
の

塞

動
を
深

ー
注

憙・
し

た

る

は

是
れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
…

自
然

の

勢
な

b
、

此
の

問
題
に

は

其

後
の

學

者
は

左

程
の

結
果

を

畢
ぐ
る

を

得
す・
し

τ
、

只
前
述
の

二

學
者
の

後
に

從
ひ

し
の

み

に

し
て

、

同
一

の

經
路
を

追
跡
す
る

に

留

ま
b
だ

り
、

例
へ

ば
ダ

ー

ウ

ィ

ン

及
び
バ

イ

ス

マ

ン

氏
の

如
き

然
り
、

是
等
の

人
は

最
近
二

　

　
内

外

蠹
報

十

五

年
許

り
の

問
歐

羅
巴

産
の
「

奴
隷
を
作
る

蟻
」

を
觀

察
し

た

b
・
し

な

り
、

ユ

ー

ペ

及
び
フ

オ

レ

ル

氏
の

云
ふ

處
に

よ

れ
ば

、

「

フ

オ

川

ミ

カ

、

ず
ン

グ

イ

子

ア
」

及
び

「

ボ

リ

エ

〃

グ
ス

、

ル

ヘ
ッ

セ

ン

ス

」

の

職
蟻
は
一

定
の

時

期
を
隔
て

よ

屡
々

「

7
オ

ル

ミ

カ
、

フ

ス

カ
」

ご

稱
す
る

蟻
の

瓧
會一
に

侵
入・
し

て
、

其
將
來
職

蟻
ご

な

る

べ

き

繭
及
び

幼
蟲
を

持
ち
歸
り
、

其
内
の

若

干
を

孵
化
・
し

て
、

自
己
ε

同
巣
内
に

生
活
せ

し

む
、

實
に

斯
の

如
く

に

し

て

奪
掠
に

巧
な
る

種

族
は

、

他
種
の

者
ε

親

密
な
る

共

棲
を

初
め

、

全

く

奴

隷
こ

し

て

是
を

使
用
す

、

、

フ

オ

川

ミ

カ
、

ず

ン

グ

イ

子

ア
L

は

頗

る

強
力
の

者
に

し

て

併
か

も

變
化
し

易
き

者

な
れ

ば
、

只
だ

奴
隷

の

存
在
す
る

限
b
に

於
て

、

能
く
蟻
ご

し
て

の

根
本
的

本
能
を
營

む

を

得
る

者
に

し
て

、

即
ち

土
壤
中
に

階
段
を
作
り
、

或
は

自
己

の

欲
す
る

食
物
を
得

或
は

其

幼
者

を
養
育
す

、

「

ポ

ジ

エ

川

グ

ス

」

に

至

っ

て

は

全
く

其
奴
隷
の

補

助
を
要
す
る

者
に

し
て

、

奴
隷
陀

る

蟻
あ

り
て

其
舌
に

よ

る

に

あ
ら

す
ん

ば
、

自
身
に

巣
を
作
る

を

得
す

、

自
己
の

子

を

養
ふ

を
得
す

、

又
食
を
取
る

を

得
す

、

此
の

故
に

「

ボ

リ

エ

ル

グ
ス

」

は

「

サ
ン

グ

イ

子

ア
」

よ
b
も

遙
に

寄

生
の

進
め

る

者
ご

考
ふ

る

を

得
べ

し
、

「

ト

モ

グ

ナ

ス

ス

」

屬
及
び

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
二

九
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丙

外

露

報

「

ス

ト

ロ

ン

ギ
ロ

グ

ナ

ス

ス

」

屬
の

或
若
干
の

種
類
は

是
に

類
似
せ

る

本

能
を
有
す
る

者
の

如
し

、

然
れ
ざ

も

是
等
の

者
の

習

性
に

就

て

は

知
ら
る

よ

堺
頗
る

少
な

き
を
以
て

、

明
に

是
の

如

き

事
を

逋

ぶ

る

を
得
ざ
る

な
b
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
一

「

サ

ン

グ

イ
子

ア
」

及
び
「

ボ

ソ
エ

ル

グ

ス

」

の

奴
隷
を
作
る

事
の

系

統

的

智
識
に

就
て

は
、

其
動

物
各
個
の

發
生
の

順

序
及
び

其

本

能

の

發
逹
經
路

を
知
る

に

あ

ら

す
ん

ば
、

餘
も

甚・
し

く

室
想

す
る

事

を

得
ざ
る

な
も
、

而
し
て

斯
の

如
き

本
能
だ

る

や
、

共
同
的
に

夥

多
の

生
物

同
時

に

動
作
す
る

に

あ

る

が

故
に

、

是
等
蟻
の

圃
體
を

輩

位
ビ

し
て

、

是
を
研

究
6

、

其

起
源

及
び

發
逹
す
る
に

至

れ

る

所

以

を
研
む
る

事

頗
る

必
要
な
り
、

園

體

生
活

を
爲

す
動

物
に

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
〜

其
個

體
發
生

及
び

系
統
發

生
の

二

重

な
る

事
、

「

即

ち
一

は

團
體
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
〜

る
て

、

一

は

個

體
こ

し
て

、

個
體
發

生
及
び
系

統
發
生
を
爲
す
」

て

ふ

基
礎
の

明

白
な

る

事
實
ご

、

奴
隷
制
度
の

起
源
ε

の

關
係
は

、

只
僅
に

最
近
數
年
間
の

み

に

研

究
せ

ら
れ

、

爲
め

に

本
問
題
の

成

行

を
全
く

變
更
せ
り
。

蟻
類
に

於
て

其
園

體
の

初
ま
り

て
、

是
れ
の

發

逹
す
る

は

過

牢
次

の

方
法
に

よ
る

者
な

り
、

即

ち
一

個
の

雌

蟻
即

ち

女
王
は

結
婚

飛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
三

〇

翔
を
爲
し

て

交
接・
し

て

後
地

上
に

下
り
、

其

翅
を
失
ひ

、

地
中

に

一

小

房
を
堀
b
、

或
は

石
下
に

巳
に

存

在
す
る

腔
胴
或
は

植
物
の

組
織
中
の

巳
に

存
在
す
る

膣
胴

に

入

り
、

數
多
の

卯
を
放
下
む
、

是
よ
り

生
ぜ
る

幼
蟲
を

唾
液
に

よ
つ

て

養
ひ

、

是
を
守

護
扶

捲
し

て
、

終
に

其

成
熟・
し

、

一

團
の

小
形

な
る

職
蟻
の

群
を

作
る

に

至

る
、

是
に

至
っ

て

是
等
職

蟻
は…
渠

を
増
大・
し

、

自
己
及
び

自
己
の

母
の

爲
に

、

食
物
を
他
者
よ
り

奪
掠
む

、

次
回
に

生
す
る

幼
者
の

一

群
を

扶
掖

す
、

是
に

於
て

女
王
は

、

全
く

自
己
の

生
み

た

る

子

の

日

に

よ
つ

て

糊
ロ

す

る

に

至

b
、

自
ら

進
ん

で

食
を

得
る

に

あ

ら
す
し
て

、

偏
に

卯
を
生
む

事
に

勤
む

、

斯
の

如
く
に

し
て

團
體

は

盆
々

急

増
し

、

漸

次

何
回
に

も

生
る
よ

者

育
て

ら
れ
て

、

職
蟻

は

盆
々

其
數
を
壇

加
む
、

其

身
體
の

大
き
さ

も

種
々

に
・
し

て
、

多

形
を
示

す
に

至

る
、

終
に

雄
及
び

後
來
女
王

ご

な
る

べ

き

者

若
干

を
生

す
、

斯
の

如

く
、

其
個

鵑
發
生
を
完
成
す
る

に

至

る

は
、

僅

に

數
年
の

後
な
る

事−
往
々

あ

り
o

上
に

記
せ

る

所
を

見
れ

ば
、

女
王
は

獨
立

生

活
の

位
遣

よ
り

轉
じ

て
、

其
自
己
の

子
に

附
屬
す

る

即

ち
寄
生
の

初
歩
に

入
る

者
な
る

事
を
知
る

を
得
べ

む
、

而
む
て

女
王
が

寄
生

生
活
を

爲

す

年
月
は

N 工工
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其
燭
立
生
活
の

時

期
よ
り
も

遙
に

長
む

、

斯
の

如
ζ

女
王
の

本

能

が

其
一

代
に

於
て

奇
妙
に

變
更
す
る

に

至

る

は
、

特
に

注

意
せ

ざ

る

べ

か

ら
す

、

何
ビ

な

れ
ば
二

樣
の

變
化
をユ
生

す
る

に

至
る

系
統

的
發

展
の

重
要
事
件
に

暗
示

を
興
ふ

る

者
に

む
て

、

其
二

樣
の

變

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

化
ご

は
、

園

體
形

成
の

初

期
な
る

獨
立

生
活
を

爲
す

形
式
ご

比

較

・
し

て
、

更
に

是
に

勝
る

形

式
に

こ
て
、

他
の
一

は

是
よ

b
も

劣
れ

る

形

式
な
り
、

過

剰
の

形

式
（

即

ち

勝
れ
る

形

式
）

は

熱
帶
亜

米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜

利

加
の

ア

ッ

タ

科
の

或
蟻
に

の

み

あ

b
、

是
の

類
は

食
物
ご
・
し

て

　ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜

菌
類
を
培

養
し

、

其
他
の

食
物
に

て

は

生
活
す
る

を
得
す

、

其
女

王
は
往
々

頗
る

大
形
に

し
て

、

自
己
の

生
め

る

職

蟻
の

團
體
を

其

成
熟
す
る

に

至
る

迄

養
育
す
る

の

み
な

ら
す

、

是
ご

同
時
に

イ

ヘ

ジ

ン

グ

氏
、

ゲ

ル

ヂ

氏
、

ジ

ヤ

コ

ブ

氏
、

ユ

ー

べ

氏
の

言
へ

る
p

如

く
、

或
菌
の

耕
作
を

爲

す
の

精
力
を

有
す

、

い

然
れ

こ

も
其
生
み
た

る

第
一

回
の

職

蟻
勞
働

す
る

に

至

れ

ば
、

他
の

多
く

の

蟻
類
に

於

嫉

る
が

如
（
、

此
女
王
は

自
己
の

生
み

た
る

職

蟻
に

依
う
、

是
に

寄
生・
し

て

生
活
す
る

に

至
る
。

（

未
完
）

　

　
（

田
中
茂
穗
譯
）

　，

●
生
物
の

種
類
の

進
化
に

當
つ

て

雜
隔
及
び

淘
汰

の

作
用
（

承
前
）

　
　
内

外

蠹

報

斯
の

如
き

突
然
變
化

を
生
す
る

の

源
因
が

、

自
然
淘
汰
に

あ

ら
ざ

る

事
は

次
の

事
實
能
く

是
を
證
す

、

即
ち

舊
來
の

種

類
及
び

新

成

の

種
類
共
に

同
一

境

遇
の

下
に

同

樣
に

適
應
す
る

事
是
な
り
、

然

れ
ざ

も

突
然
の

變
化
に

よ
つ

て

生

物
の

身
體
に

於
け
る

構

造

上
に

離
隔
す
る

事
あ

れ
ば

、

永
久
異
な
る

方
向
に

進
む

淘
汰
法

を
、

爰

に

導
く
の

緒
を

開
ぐ

事
は

、

吾
人
も
亦
其

然
る

者

な
る

べ

き

を
信

す
る

な
b
。

　
　
　
淘
汰
の

種

類

淘
汰
の

塲
合
を
考
ふ

る

に
、

離

隔
の

塲
合
ビ

同
じ
ζ
、

獨

立
せ

る

淘
汰
法
あ
り
、

他
に

附
随
む

た
る

淘
汰
法

あ
り
、

人

爲
淘

汰
法
は

、

飼
養
若
（
は

栽
培
せ

る

勸

植
物
に
一

人
の

作

用
す
る

處
の

者
に

し

て
、

附

膸
的
淘
汰

法
を

含
め

b
、

實
に
一

血
統
の

生
物
よ
ら
、

永

久
に

異
な
る

諸
種

を
得
る

が

爲
め

に

人
は

種
々

の

淘

汰

を
行

ひ
て

種
々

の

趨
異
及
び

突
然
變
化

を
生
ぜ

し

め
、

是
ご

同
時

に

異
な
る

形

態
の

者
は

人
爲
に

是
を
離
隔
す
但・
し

獨

立
淘
汰
行
は

れ

て

異

型

の

血
統
に

作

用
す

れ
ば

斯
の

如
き
方
法

を

用
ふ

る

の

要
な

し
、

獨

立

淘
汰
ビ

は

雌
雄
交

接
の

本
能
或
は

團
醴
生

活
の

本
能
よ

う

生
す

る

雌
雄
相
互
の

撰
擇

、

或
は

各
部
別
々

に

繁
殖
す
る

事・
等
に
・
し

て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

一一
＝
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